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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
次の表に、このガイドの最初に発行されたリリースから現在のリリースまでに、このガイドの

編成と機能に加えられた大幅な変更の概要を示します。テーブルは、ガイドに加えられたすべ

ての変更のすべてを網羅したリストを提供しているわけではありません。

表 1 :最新のアップデート

参照先新機能またはアップデートリリース

--このドキュメントの最初のリ

リース。

3.2(1)
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第 2 章

マルチサイトオーケストレータを展開

•デプロイ概要（3ページ）
•前提条件とガイドライン（4ページ）
•マルチサイトオーケストレータアプリケーションの App Storeを使用してインストール
（5ページ）

•マルチサイトオーケストレータアプリケーションの手動インストール（8ページ）

デプロイ概要
リリース 3.2（1）以降では、マルチサイトオーケストレータ（MSO）を Cisco Nexusダッシュ
ボードのアプリケーションとして展開する必要があります。

Cisco Nexus Dashboardは、複数のデータセンターサイト用の中央管理コンソールであり、Nexus
Dashboardオーケストレータや Nexus Dashboardインサイトなどのシスコのデータセンターア
プリケーションをホストするための共通プラットフォームです。Nexus Dashboardは、これら
のマイクロサービスベースのアプリケーションに共通のプラットフォームと最新のテクノロ

ジースタックを提供し、さまざまな最新アプリケーションのライフサイクル管理を簡素化し、

これらのアプリケーションを実行および維持するための運用オーバーヘッドを削減します。

Cisco Nexusダッシュボードは、ポリシーとインフラストラクチャのリアルタイム分析、可視
性、保証を提供するCisco Day-2オペレーションアプリと、複数のCisco ACIおよびCisco DCNM
ファブリック。

各 Nexus Dashboardクラスタは、3つのマスターノードで構成されます。また、最大 4つのワー
カーノードを追加して水平方向のスケーリングを有効にし、最大 2つのスタンバイノードを使用
して、マスターノードに障害が発生した場合にクラスタを簡単に回復できます。

Nexus Dashboardクラスタの初期導入と設定の詳細については、『Cisco Nexus Dashboard

Deployment Guide』を参照してください。

サイトとユーザーの追加などの Nexusダッシュボードの使用方法の詳細については、Cisco
Nexus Dashboard User Guideを参照してください。

このドキュメントでは、マルチサイトオーケストレータアプリケーションの初期インストー

ル要件と手順について説明します。設定および使用例の詳細については、管理するファブリッ
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クのタイプに応じて、『Cisco Multi-Site Configuration Guide for Cisco ACI』または 『Cisco

Multi-Site Configuration Guide for Cisco DCNM』を参照してください。

前提条件とガイドライン

Nexusダッシュボード

Cisco Nexusダッシュボード導入ガイドの説明に従って、Cisco Nexusダッシュボードを導入し、
ファブリック接続を構成する必要があります。

Ciscoマルチサイトオーケストレータのこのリリースは、Nexusダッシュボードの物理アプラ
イアンスクラスタのみでサポートされています。次の表は、Ciscoマルチサイトオーケスト
レータの Nexusダッシュボードの要件をまとめたものです。

要件オーケストレータバージョン

Cisco Nexus Dashboardリリース 2.0.1

Nexusダッシュボードクラスタは、物理アプ
ライアンスとして展開する必要があります。

リリース 3.2(1)以降

Nexusダッシュボードのネットワーク

最初にNexusダッシュボードを設定するときは、2つのNexusダッシュボードインターフェイ
スに 2つの IPアドレスを指定する必要があります。1つはデータネットワークに接続し、も
う1つは管理ネットワークに接続します。データネットワークは、ノードのクラスタリングお
よびシスコファブリックトラフィックに使用されます。管理ネットワークは、Cisco Nexus
ダッシュボードの GUI、CLI、または APIへの接続に使用されます。

2つのメジャーインターフェイスは同じサブネットまたは異なるサブネット内に設定できま
す。また、クラスタ内の異なるノードにまたがる各ネットワークのインターフェイスは、異な

るサブネットに属することもできます。

マルチサイトオーケストレータに対して150msを超えないラウンドトリップ時間（RTT）で、
両方のネットワークでノード間の接続が必要です。同じ Nexusダッシュボードクラスタで実
行されている他のアプリケーションでは、RTT要件が低い場合があるため、Nexusダッシュ

ボードユーザーガイドまたは特定のアプリケーションのドキュメントを参照することをお勧

めします。

Nexusダッシュボードオーケストレータアプリが Nexusダッシュボードに展開されると、次
の表に示すように 2つのネットワークのそれぞれが異なる目的で使用されます。
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NexusダッシュボードのネットワークMSOトラフィックタイプ

データネットワーク任意の送受信トラフィック：

• Cisco APIC

• Cisco DCNM

•その他のリモートデバイスまたはコント
ローラ

データネットワーククラスタ間通信

管理ネットワーク監査ログストリーミング（Splunk/syslog）

管理ネットワークリモートバックアップ

Nexus Dashboardクラスタのサイジング

Nexusダッシュボードは、アプリケーションの共同ホスティングをサポートします。実行する
アプリケーションの種類と数によっては、クラスタに追加のワーカーノードを展開する必要が

あります。クラスタのサイジング情報と、特定の使用例に基づく推奨ノード数については、

『Cisco Nexus Dashboard Capacity Planning』を参照してください。

Nexusマルチサイトオーケストレータに加えて他のアプリケーションもホストする予定の場
合は、クラスタのサイジングツールの推奨事項に基づいて追加のNexusダッシュボードノード
を展開して設定します。これについては、『[Cisco Nexusダッシュボードユーザーガイド

（Cisco Nexus Dashboard User Guide）]』（Nexus Dashboard GUIから直接入手可能）にも記載
されています。

Network Time Protocol（NTP）

Nexusマルチサイトオーケストレータはクロックの同期にNTPを使用するため、環境内でNTP
サーバーを設定する必要があります。

マルチサイトオーケストレータアプリケーションのApp
Storeを使用してインストール

ここでは、Ciscoマルチサイトオーケストレータアプリケーションを既存の Cisco Nexusダッ
シュボードクラスタにインストールする方法について説明します。

始める前に

•前提条件とガイドライン（4ページ）に記載されている要件とガイドラインを満たして
いることを確認します。
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• Cisco DC App Centerは、管理ネットワークを介して直接、またはプロキシ設定を使用して
Nexus Dashboardから到達可能である必要があります。Nexus Dashboardのプロキシ設定に
ついては、『Nexus Dashboard User Guide』を参照してください。

DC App Centerへの接続を確立できない場合は、このセクションをスキップして、マルチ
サイトオーケストレータアプリケーションの手動インストール（8ページ）の手順に
従ってください。

• App Storeでは、アプリケーションの最新バージョンのみをインストールできます。

以前のバージョンをインストールする場合は、マルチサイトオーケストレータアプリケー

ションの手動インストール（8ページ）で説明されているようにアプリケーションイ
メージをダウンロードして、手動でNexusダッシュボードにアップロードする必要があり
ます。

Nexusダッシュボードは、MSOリリース 3.2（1）以降のみをサ
ポートします。リリース 3.2（1）より前のバージョンをインス
トールする場合は、使用可能な展開オプションと手順について、

そのリリースに固有の『Nexusダッシュボードオーケストレータ

インストールガイド（Nexus Dashboard Orchestrator Installation

Guide）』を参照してください。

（注）

ステップ 1 Nexusダッシュボード GUIにログインします。

ステップ 2 App Storeに移動し、マルチサイトオーケストレータアプリを選択します。

Ciscoマルチサイトオーケストレータ導入ガイド、リリース 3.2（x）
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a) 左のナビゲーションメニューから [サービスカタログ (Service Catalog)]を選択します。

b) [アプリストア (App Store)]タブを選択します。

c) マルチサイトオーケストレータタイルで、[インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 3 開いた [ライセンス契約 (License Agreement)]ウィンドウで、[同意してダウンロード (Agree and Download)]
をクリックします。

ステップ 4 アプリケーションが Nexus Dashboardにダウンロードされ、展開されるまで待ちます。

アプリケーションがすべてのノードおよびすべてのサービスに完全に展開されるまでには、最大30分かか
ります。

ステップ 5 アプリケーションを有効にします。

Ciscoマルチサイトオーケストレータ導入ガイド、リリース 3.2（x）
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インストールが完了した後、デフォルトではアプリケーションは [無効 (Disabled)]状態のままであるた

め、有効にする必要があります。

アプリを有効にするには、アプリの [... ]メニューをクリックし、[有効 (Enable)]を選択します。

ステップ 6 アプリを起動します。

アプリケーションを起動するには、Nexusダッシュボードの [サービスカタログ (Service Catalog)]ページの
アプリケーションタイルで [開く (Open)] をクリックします。

シングルサインオン（SSO）機能を使用すると、Nexusダッシュボードで使用したものと同じクレデンシャ
ルを使用してアプリケーションにログインできます。

マルチサイトオーケストレータアプリケーションの手動

インストール
ここでは、Ciscoマルチサイトオーケストレータアプリケーションを手動で既存のCisco Nexus
ダッシュボードクラスタにアップロードし、インストールする方法について説明します。

始める前に

•前提条件とガイドライン（4ページ）に記載されている要件とガイドラインを満たして
いることを確認します。

ステップ 1 Ciscoマルチサイトオーケストレータアプリケーションをダウンロードします。

必要なMSOイメージは、次の 2つの方法のいずれかでダウンロードできます。

a) ソフトウェアダウンロードページリンクを参照します：

https://software.cisco.com/download/home/285968390/type

b) [マルチサイトソフトウェア（Multi-Site Software）]をクリックします。

c) 左側のサイドバーから、Ciscoマルチサイトオーケストレータリリースバージョンを選択します。
d) マルチサイトアプリのイメージファイル（Cisco-MSO-<version> .aci）をリリースします。

または、Cisco DC App Centerからイメージをダウンロードすることもできます：

a) マルチサイトオーケストレータアプリケーションページ DC App Centerを参照します：
https://dcappcenter.cisco.com/multi-site-orchestrator.html

b) [バージョン（Version）]ドロップダウンから、Ciscoマルチサイトオーケストレータリリースバー
ジョンを選択します。

c) [ダウンロード（Download）]ボタンをクリックします。
d) [同意してダウンロード (Agree and download)]をクリックしてライセンス契約に同意し、イメージをダ
ウンロードします。

Ciscoマルチサイトオーケストレータ導入ガイド、リリース 3.2（x）
8

マルチサイトオーケストレータを展開

マルチサイトオーケストレータアプリケーションの手動インストール

https://software.cisco.com/download/home/285968390/type
https://dcappcenter.cisco.com/multi-site-orchestrator.html


ステップ 2 Cisco Nexus Dashboardにログインします。

アプリケーションを展開する場合、Nexusダッシュボードノードの1つだけにインストールしてください。
アプリケーションはクラスタ内の他のノードに自動的に複製されます。その際、管理 IPアドレスを使用し
て、Nexusダッシュボードノードのどれにでもログインできます。

ステップ 3 アプリケーションイメージをアップロードします。

a) 左のナビゲーションバーで、[サービスカタログ (Service Catalog)]をクリックします。

b) [インストール済みサービス (Installed Services)]タブをクリックします。

c) メインペインの右上にある[アクション (Actions)] > [アプリケーションのアップロード (Upload App)]を
クリックします。
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ステップ 4 Nexusダッシュボードクラスタにイメージファイルをアップロードします。

a) イメージの場所を選択します。

アプリケーションイメージをシステムにダウンロードした場合は、[ローカル (Local)]を選択します。

サーバでイメージをホストしている場合は、[リモート (Remote)]を選択します。

b) ファイルを選択します。

前のサブステップで [ローカル (Local)]を選択した場合は、[ファイルの選択 (Select File)]をクリック
し、ダウンロードしたアプリケーションイメージを選択します。
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[リモート (Remote)]を選択した場合は、イメージファイルのフル URLを指定します。
http://<ip-address>:<port>/<full-path>/cisco-mso-<version>.aciのようになります。

c) [アップロード (Upload)]をクリックして、アプリケーションをクラスタに追加します。

ステップ 5 アプリケーションが Nexus Dashboardにダウンロードされ、展開されるまで待ちます。

アプリケーションがすべてのノードおよびすべてのサービスに完全に展開されるまでには、最大30分かか
ります。

ステップ 6 アプリケーションを有効にします。

インストールが完了した後、デフォルトではアプリケーションは [無効 (Disabled)]状態のままであるた

め、有効にする必要があります。

アプリを有効にするには、アプリの [... ]メニューをクリックし、[有効 (Enable)]を選択します。

ステップ 7 アプリを起動します。

アプリケーションを起動するには、Nexusダッシュボードの [サービスカタログ (Service Catalog)]ページの
アプリケーションタイルで [開く (Open)] をクリックします。

シングルサインオン（SSO）機能を使用すると、Nexusダッシュボードで使用したものと同じクレデンシャ
ルを使用してアプリケーションにログインできます。
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第 I 部

ACIファブリックの Day-0オペレーション
• Cisco ACIサイトの設定（15ページ）
•サイトの追加と削除（23ページ）
• Cisco ACIサイトのインフラの設定（31ページ）





第 3 章

Cisco ACIサイトの設定

•ポッドプロファイルとポリシーグループ（15ページ）
•すべての APICサイトのファブリックアクセスポリシーの設定（16ページ）
•リモートリーフスイッチを含むサイトの設定（19ページ）
• Cisco Mini ACIファブリック（21ページ）

ポッドプロファイルとポリシーグループ
各サイトのAPICには、ポッドポリシーグループを持つポッドプロファイルが1つ必要です。
サイトにポッドポリシーグループがない場合は、作成する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

サイトCisco APICの GUIにログインします。ステップ 1

[ファブリック (Fabric)] > [ファブリックポリシー
(Fabric Policies)] > [ポッド (Pods)] > [プロファイル

ポッドプロファイルにポッドポリシーグループが

含まれているかどうかを確認します。

ステップ 2

(Profiles)] > [ポッドのプロファイルのデフォルト
(Pod Profile default)]に移動します。

必要であれば、ポッドポリシーグループを作成し

ます。

ステップ 3

新しいポッドポリシーグループをデフォルトのポッ

ドプロファイルに割り当てます。

ステップ 4
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すべての APICサイトのファブリックアクセスポリシー
の設定

APICファブリックを Nexusマルチサイトオーケストレータに追加し、Nexusダッシュボード
オーケストレータにより管理できるようにするには、サイトごとに設定することが必要な、

ファブリック固有の多数のアクセスポリシーがあります。

ファブリックアクセスグローバルポリシーの設定

このセクションでは、Multi-Site Orchestratorに追加および管理する前に、APICサイトごとに作
成する必要があるグローバルファブリックアクセスポリシーの設定について説明します。

ステップ 1 サイトの APIC GUIに直接ログインします。

ステップ 2 メインナビゲーションメニューから、[ファブリック (Fabric)] > [アクセスポリシー (Access Policies)]を選
択します。

サイトをMulti-Site Orchestratorに追加するには、いくつかのファブリックポリシーを設定する必要があり
ます。APICの観点からは、ベアメタルホストを接続していた場合と同様に、ドメイン、AEP、ポリシー
グループ、およびインターフェイスセレクタを設定することができます。同じマルチサイトドメインに属

するすべてのサイトに対して、スパインスイッチインターフェイスをサイト間ネットワークに接続するた

めの同じオプションを設定する必要があります。

ステップ 3 VLANプールを指定します。

最初に設定するのは、VLANプールです。レイヤ3サブインターフェイスはVLAN 4を使用してトラフィッ
クにタグを付け、スパインスイッチをサイト間ネットワークに接続します。

a) 左側のナビゲーションツリーで、[プール (Pools)] > [VLAN]を参照します。

b) [VLAN]カテゴリを右クリックし、[VLANプールの作成 (Create VLAN Pool)]を選択します。

[VLANプールの作成 (CREATE VLAN Pool)]ウィンドウで、次の項目を指定します。

• [名前 (name )]フィールドで、VLANプールの名前 (たとえば、 msite)を指定します。

• [Allocation Mode (割り当てモード)]の場合は、[スタティック割り当て(Static Allocation)]を指定しま
す。

• [Encapブロック(Encap Blocks)]の場合は、単一の VLAN 4だけを指定します。両方の [Range (範
囲)]フィールドに同じ番号を入力することによって、単一の VLANを指定できます。

ステップ 4 接続可能アクセスエンティティプロファイル (AEP)を作成します。

a) 左側のナビゲーションツリーで、[グローバルポリシー (Global Policies)] > [接続可能なアクセスエント
リプロファイル (Attachable Access Entity Profiles)]を参照します。

Ciscoマルチサイトオーケストレータ導入ガイド、リリース 3.2（x）
16

ACIファブリックの Day-0オペレーション

すべての APICサイトのファブリックアクセスポリシーの設定



b) [接続可能なアクセスエンティティプロファイル (Attachable Access Entry Profiles)]を右クリックして、
[接続可能なアクセスエンティティプロファイルの作成 (Create Attachable Access Entity Profiles)]を選
択します。

[接続可能アクセスエンティティプロファイルの作成(Create Attachable Access Entity Profiles)]]ウィン
ドウで、AEPの名前 (例: msite-aep)を指定します。

c) [次へ(Next)]]をクリックして [送信(Submit)]します。

インターフェイスなどの追加の変更は必要ありません。

ステップ 5 ドメインを設定します。

設定するドメインは、このサイトを追加するときに、Multi-Site Orchestratorから選択するものになります。

a) ナビゲーションツリーで、[物理的ドメインと外部ドメイン (Physical and External Domains)] > [外部で
ルーテッドドメイン (External Routed Domains)]を参照します。

b) [外部ルーテッドドメイン(External Routed Domains)]カテゴリを右クリックし、[レイヤ 3ドメインの
作成 (Create Layer 3 Domain)]を選択します。

[レイヤ 3ドメインの作成 (Create Layer 3 Domain)]ウィンドウで、次の項目を指定します。

• [名前 (name)]フィールドで、ドメインの名前を指定します。たとえば、 msite-l3です。

•関連付けられている接続可能エンティティプロファイルの場合は、ステップ 4で作成した AEPを
選択します。

• VLANプールの場合は、ステップ 3で作成した VLANプールを選択します。

c) [送信 (Submit)]をクリックします。

セキュリティドメインなどの追加の変更は必要ありません。

次のタスク

グローバルアクセスポリシーを設定した後も、#unique_14の説明に従って、インターフェイ
スポリシーを追加する必要があります。

ファブリックアクセスインターフェイスポリシーの設定

このセクションでは、各 APICサイトのMulti-Site Orchestratorで行わなければならないファブ
リックアクセスインターフェイスの設定について説明します。

始める前に

サイトの APICでは、#unique_16の説明に従って、VLANプール、AEP、およびドメインなど
のグローバルファブリックアクセスポリシーを設定しておく必要があります。
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ステップ 1 サイトの APIC GUIに直接ログインします。

ステップ 2 メインナビゲーションメニューから、[ファブリック (Fabric)] > [アクセスポリシー (Access Policies)]を選
択します。

前のセクションで設定した VLAN、AEP、およびドメインに加えて、サイト間ネットワーク (ISN)に接続
するファブリックのスパインスイッチインターフェイスに対してインターフェイスポリシーを作成しま

す。

ステップ 3 スパインポリシーグループを設定します。

a) 左ナビゲーションツリーで、[インターフェイスポリシー (Interface Policie)] > [ポリシーグループ
(Policy Groups)] > [スパインポリシーグループ (Spine Policy Groups)]を参照します。

これは、ベアメタルサーバを追加する方法と類似していますが、リーフポリシーグループの代わりに

スパインポリシーグループを作成する点が異なります。

b) [スパインポリシーグループ (Spine Policy Groups)]カテゴリーを右クリックして、[スパインアクセス
ポートポリシーグループの作成 (Create Spine Access Port Policy Group)]を選択します。

[スパインアクセスポリシーグループの作成 (Create Spine Access Port Policy Group)]ウィンドウで、
以下のとおり指定します。

• [名前 (Name)]フィールドの場合、ポリシーグループの名前を指定します。たとえば Spine1-PolGrp

です。

• [リンクレベルポリシー (Link Level Policy)]フィールドには、スパインスイッチと ISNの間のリ
ンクポリシーを指定します。

• [CDPポリシー (CDP Policy)]の場合、CDPを有効にするかどうかを選択します。

• [添付したエンティティプロファイル (Attached Entity Profiel)]の場合、前のセクションで設定した
AEPを選択します。たとえば msite-aepです。

c) [送信 (Submit)]をクリックします。

セキュリティドメインなどの追加の変更は必要ありません。

ステップ 4 スパインプロファイルを設定します。

a) 左ナビゲーションツリーで、[インターフェイスポリシー (Interface Policies)] > [ポリシーグループ
(Profiles)] > [スパインポリシーグループ (Spine Profiles)]を参照します。

b) [プロファイル (Profiles)]カテゴリを右クリックし、[スパインインターフェイスプロファイルの作成
(Create Spine Interface Profile]を選択します。

[スパインインターフェイスプロファイルの作成 (Create Spine Interface Profile)]ウィンドウで、次の
とおり指定します。

• [名前 (name)]フィールドに、プロファイルの名前 (Spine1など)を指定します。

• [インターフェイスセレクタ (Interface Selectors)]では、+記号をクリックして、ISNに接続される
スパインスイッチ上のポートを追加します。次に、[スパインアクセスポートセレクターの作成
(Create Spine Access Port Selector)]ウィンドウで、次のように指定します。
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• [名前 (name)]フィールドに、ポートセレクタの名前を指定します (例: Spine1)。

• [インターフェイス ID (Interface IDs)]に、ISNに接続するスイッチポートを指定します (例
5/32)。

• [インターフェイスポリシーグループ (Interface Policy Group)]に、前の手順で作成したポリ
シーグループを選択します (例: Spine1-PolGrp)。

それから、[OK]をクリックして、ポートセレクタを保存します。

c) [送信 (Submit)]をクリックしてスパインインターフェイスプロファイルを保存します。

ステップ 5 スパインスイッチセレクタ―ポリシーを設定します。

a) 左ナビゲーションツリーで、[スイッチポリシー (Switch Policies)] > [プロファイル (Profiles)] > [スパイ
ンプロファイル (Spine Profiles)]を参照します。

b) [スパインプロファイル (Spine Profiles)[カテゴリを右クリックし、[スパインプロファイルの作成
(Create Spine Profile)]を選択します。

[スパインインターフェイスプロファイルの作成 (Create Spine Interface Profile)]ウィンドウで、次の
ように指定します。

• [名前 (name)]フィールドに、プロファイルの名前を指定します (例: Spine1)。

• [スパインセレクタ (Spine Selectora)]で、+をクリックしてスパインを追加し、次の情報を入力し
ます。

• [名前 (name)]フィールドで、セレクタの名前を指定します (例: Spine1)。

• [ブロック (Blocks)]フィールドで、スパインノードを指定します (例: 201)。

c) [更新 (Update)]をクリックして、セレクタを保存します。

d) [次へ (Next)]をクリックして、次の画面に進みます。

e) 前の手順で作成したインターフェイスプロファイルを選択します。

たとえば、Spine1-ISNなどです。

f) [完了 (Finish)]をクリックしてスパインプロファイルを保存します。

リモートリーフスイッチを含むサイトの設定
リリース 2.1(2)以降、Multi-Siteアーキテクチャはリモートリーフスイッチを持つ APICサイ
トをサポートします。次のセクションでは、マルチサイトオーケストレータがこれらのサイト

を管理できるようにするために必要なガイドライン、制限事項、および設定手順を説明しま

す。
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リモートリーフの注意事項と制限事項

マルチサイトオーケストレータにより管理されるリモートリーフをもつ APICサイトを追加
する場合、次の制約が適用されます。

• Cisco APICはリリース 4.2(4)以降にアップグレードする必要があります。

•このリリースでは、物理リモートリーフスイッチのみがサポートされます

• -EXおよび -FX以降のスイッチのみが、マルチサイトで使用するリモートリーフスイッチ
としてサポートされています。

•リモートリーフは、IPNスイッチを使用しないバックツーバック接続サイトではサポート
されていません

• 1つのサイトのリモートリーフスイッチで別のサイトの L3Outを使用することはできま
せん

•あるサイトと別のサイトのリモートリーフ間のブリッジドメインの拡張はサポートされ
ていません。

また、マルチサイトオーケストレータでサイトを追加して管理するには、その前に次のタスク

を実行する必要があります。

•次の項で説明するように、リモートリーフの直接通信をイネーブルAPICにし、サイト内
でルーティング可能なサブネットを直接設定する必要があります。

•リモートリーフスイッチに接続しているレイヤ 3ルータのインターフェイスに適用され
ている DHCPリレー設定で、Cisco APICノードのルーティング可能な IPアドレスを追加
する必要があります。

各APICノードのルーティング可能な IPアドレスは、[ルーティング可能 IP (Routable IP)]
フィールド (APIC GUIの [システム (System)] > [コントローラ (Controllers)] > <コントロー
ラ名>画面)に表示されます。

リモートリーフスイッチのルーティング可能なサブネットの設定

1つ以上のリモートリーフスイッチを含むサイトをマルチサイトオーケストレータに追加す
るには、その前に、リモートリーフノードが関連付けられているポッドのルーティング可能

なサブネットを設定する必要があります。

ステップ 1 サイトの APIC GUIに直接ログインします。

ステップ 2 メニューバーから、[ファブリック (Fabric)] > [インベントリ (Inventory)]を選択します。

ステップ 3 [ナビゲーション (Navigation)]ウィンドウで、[ポッドファブリックセットアップポリシー (Pod Fabric Setup
Policy)]をクリックします。

ステップ 4 メインペインで、サブネットを設定するポッドをダブルクリックします。

ステップ 5 ルーティング可能なサブネットエリアで、 +記号をクリックしてサブネットを追加します。
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ステップ 6 IPアドレスと予約アドレスの数を入力し、状態をアクティブまたは非アクティブに設定してから、[更新 (Update)]
をクリックしてサブネットを保存します。

ルーティング可能なサブネットを設定する場合は、 /22~/29の範囲のネットマスクを指定する必要があり
ます。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックして設定を保存します。

リモートリーフスイッチの直接通信の有効化

1つ以上のリモートリーフスイッチを含むサイトをマルチサイトオーケストレータに追加す
るには、その前に、そのサイトに対して直接リモートリーフ通信を設定する必要があります。

リモートリーフ直接通信機能に関する追加情報については、Cisco APICレイヤ 3ネットワーク

コンフィギュレーションガイドを参照してください。ここでは、Multi-Siteとの統合に固有の
手順とガイドラインの概要を説明します。

リモートリーフスイッチの直接通信を有効にすると、スイッチは新しいモードでのみ機能し

ます。

（注）

ステップ 1 サイトの APICに直接ログインします。

ステップ 2 リモートリーフスイッチの直接トラフィック転送を有効にします。

a) メニューバーから、[システム (System)] > [システムの設定 (System Settings)]に移動します。

b) 左側のサイドバーのメニューから [ファブリック全体の設定 (Fabric Wide Setting)]を選択します。

c) [リモートリーフ直接トラフィック転送 (Enable Remote Leaf Direct Traffice Forwarding)]チェックボッ
クスをオンにします。

有効にした後は、このオプションを無効にすることはできません。（注）

d) [送信 (Submit)]をクリックして変更を保存します。

Cisco Mini ACIファブリック
Cisco Multi-Siteは、追加の設定を必要とせずに、一般的なオンプレミスサイトとして Cisco
Mini ACIファブリックをサポートします。ここでは、Mini ACIファブリックの概要について
説明します。このタイプのファブリックの導入と設定に関する詳細情報は、『Cisco Mini ACI

ファブリックおよび仮想 APIC』に記述されています。

Cisco ACIリリース 4.0(1)では、小規模導入向けにMini ACIファブリックが導入されました。
MiniACIファブリックは、仮想マシンで実行される1つの物理APICと2つの仮想APIC（vAPIC）
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で構成される Cisco APICクラスタで動作します。これにより、APICクラスタの物理的なフッ
トプリントとコストが削減され、ACIファブリックを、物理的な設置面積や初期コストのため
に、フルスケールの ACIインストールが実用的でないような、ラックスペースや初期予算が
限られたシナリオ（コロケーション施設やシングルルームデータセンターなど）に導入できる

ようになります。

次の図に、物理 APICと 2つの仮想 APIC（vAPIC）を備えたミニCisco ACIファブリックの例
を示します。

図 1 : Cisco Mini ACIファブリック
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第 4 章

サイトの追加と削除

• Cisco MSOと APIC相互運用性サポート（23ページ）
• Cisco APICサイトを追加（24ページ）
•サイトの削除（28ページ）
•ファブリックコントローラへの相互起動（30ページ）

Cisco MSOと APIC相互運用性サポート
Ciscoマルチサイト Orchestrator（MSO）では、すべてのサイトで特定のバージョンの APICを
実行する必要はありません。それぞれのファブリックで APICのリリース 3.2（6）以降が実行
されていれば、各サイトの APICクラスタとMSOそれ自体は相互に独立してアップグレード
することができ、それらは混合動作モードで実行できます。そのため、常にマルチサイト

Orchestratorの最新リリースにアップグレードしておくことをお勧めします。

ただし、1つまたは複数のサイトでAPICクラスタをアップグレードする前にMSOをアップグ
レードすると、新しいMSOの機能の一部が、以前の APICリリースでまだサポートされてい
ないという状況が生じ得ることに注意してください。この場合、各テンプレートでチェックが

実行され、すべての設定済みオプションがターゲットサイトでサポートされていることを確認

します。

このチェックは、テンプレートを保存するか、テンプレートを展開するときに実行されます。

テンプレートがすでにサイトに割り当てられている場合、サポートされていない設定オプショ

ンは保存されません。テンプレートがまだ割り当てられていない場合は、サイトに割り当てる

ことができますが、サイトがサポートしていない設定が含まれている場合は、スキーマを保存

したり展開したりすることはできません。

サポートされていない設定が検出されると、エラーメッセージが表示されます。例: この APIC

サイトバージョン<site version>は、MSO ではサポートされていません。この<feature>に必要な最小バージョ

ンは<required-version>以降です。

次の表に、各機能と、それぞれに必要な最小限の APICリリースを示します。
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次の機能の一部は、以前の Cisco APICリリースでサポートされていますが、Nexusダッシュ
ボードにオンボードし、このリリースのマルチサイトOrchestratorで管理できる最も古いリリー
スは、リリース 4.2(4)です。

（注）

最小バージョン機能

リリース 4.2(4)ACIマルチポッドのサポート

リリース 4.2(4)サービスグラフ (L4 ~ L7サービス)

リリース 4.2(4)外部 EPG

リリース 4.2(4)ACI仮想エッジ VMMのサポート

リリース 4.2(4)DHCP Support

リリース 4.2(4)整合性チェッカー

リリース 4.2(4)vzAny

リリース 4.2(4)ホストベースのルーティング

リリース 4.2(4)CloudSec暗号化

リリース 4.2(4)レイヤ 3マルチキャスト

リリース 4.2(4)OSPFのMD5認証

リリース 4.2(4)EPG優先グループ

リリース 4.2(4)サイト内 L3Out

Cisco APICサイトを追加
ここでは、Nexus Dashboard GUIを使用して Cisco APICサイトを追加し、そのサイトをマルチ
サイトオーケストレータで管理できるようにする方法について説明します。

始める前に

•この章の前のセクションで説明したように、各サイトの APICでサイト固有の構成を完了
している必要があります。

•追加するサイトがCisco APIC、リリース 4.2（4）以降を実行していることを確認する必要
があります。
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ステップ 1 Nexusダッシュボード GUIにログインします。

ステップ 2 新サイトを追加します。

a) 左のナビゲーションメニューから [サイト (Sites)]を選択します。

b) メインペインの右上にある[アクション (Actions)] > [サイトの追加 (Add Site)]をクリックします。

ステップ 3 サイト情報を入力します。
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a) [サイトのタイプ (Site Type)]で、ACIを選択します。

b) APICコントローラ情報を入力します。

ACIファブリックを現在管理しているAPICコントローラについて、[ホスト名/IPアドレス (HostName/IP
Address)]、[ユーザー名 (User Name)]、および [パスワード (Password)]を入力する必要があります。用
です。

このサイトを Nexusインサイトなどのデイ 2オペレーションアプリケーションで使用する場合は、追
加するNexusダッシュボードをファブリックに接続するために使用するインバンドEPG名も指定する
必要があります。それ以外の場合、このサイトをマルチサイトオーケストレータでのみ使用する場合

は、このフィールドを空白のままにすることができます。
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c) [追加 (Add)]をクリックして、サイトの追加を終了します。

この時点で、サイトは Nexusダッシュボードで使用できるようになりますが、次の手順で説明するよ
うに、マルチサイトオーケストレータの管理用にそれらのサイトを有効にする必要があります。

ステップ 4 他の APICサイトに対して上記の手順を繰り返します。

ステップ 5 Nexusダッシュボードの [サービスカタログ（Service Catalog）]から、マルチサイトオーケストレータア
プリケーションを開きます。

Nexusダッシュボードユーザーのクレデンシャルを使用して自動的にログインします。

ステップ 6 マルチサイトオーケストレータ GUIで、サイトを有効にします。
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a) 左のナビゲーションメニューから、[インフラストラクチャ (Infrastructure)] > [サイト (Sites)]を選択し
ます。

b) メインペインで、MSOで管理する各ファブリックの [状態 (State)]を [非管理対象 (Unmanaged)]から [管

理対象 (Managed)]に変更します。

サイトの削除
ここでは、マルチサイトオーケストレータ GUIを使用して 1つ以上のサイトのサイト管理を
無効にする方法について説明します。サイトは Nexusダッシュボードに残ります。

始める前に

削除するサイトに関連付けられているすべてのテンプレートが展開されていないことを確認す

る必要があります。

ステップ 1 マルチサイトオーケストレータ GUIを開きます。

NexusダッシュボードのサービスカタログからMSOアプリケーションを開きます。Nexusダッシュボード
ユーザーのクレデンシャルを使用して自動的にログインします。

ステップ 2 マルチサイトオーケストレータ GUI内でサイトを無効化。
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a) 左のナビゲーションメニューから、[インフラストラクチャ (Infrastructure)] > [サイト (Sites)]を選択し
ます。

b) メインペインで、MSOで管理する各ファブリックの [状態（State）]を [管理対象（Managed）]から [非管

理対象（Unmanaged）]に変更します。

サイトが1つ以上の展開済みテンプレートに関連付けられている場合、それらのテンプレー
トを展開解除するまで、その状態を[非管理対象 (Unmanaged)]に変更することはできません。

（注）
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ファブリックコントローラへの相互起動
マルチサイトオーケストレータは現在、ファブリックのタイプごとに多数の設定オプション

をサポートしています。追加の多くの設定オプションでは、ファブリックのコントローラに直

接ログインする必要があります。

MSOの[インフラストラクチャ (Infrastucture)] > [サイト (Sites)]画面から特定のサイトコント
ローラのGUIにクロス起動するには、サイトの横にあるアクション（...）メニューを選択し、

ユーザーインターフェイスで [開く (Open)]をクリックします。クロス起動は、ファブリック
のアウトオブバンド（OOB）管理IPで動作することに注意してください。

Nexus Dashboardとファブリックがリモートユーザー認証のために構成されている場合、Nexus
Dashboardユーザーと同じログイン情報を使用して、ファブリックのコントローラに自動的に
ログインします。
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第 5 章

Cisco ACIサイトのインフラの設定

•前提条件とガイドライン（31ページ）
•インフラの設定:一般設定（32ページ）
•サイト接続性情報の更新（32ページ）
•インフラの設定:オンプレミスサイトの設定（33ページ）
•インフラの設定:ポッドの設定（35ページ）
•インフラの設定:スパインスイッチ（36ページ）
•インフラ設定の展開（37ページ）

前提条件とガイドライン
次のセクションでは、全般とサイト固有のファブリックインフラ設定を行うために必要な手順

について説明します。

インフラの設定を進める前に、前のセクションで説明したようにサイトを設定して追加する必

要があります。これには、以下が含まれます。

•各サイトのファブリックアクセスポリシーの設定。

•リモートリーフスイッチを使用したサイトの直接通信およびルーティング可能なサブネッ
トの設定。

さらに、次の点に注意してください。

•スパインスイッチまたはスパインノード識別子の変更の追加や削除などのインフラスト
ラクチャの変更には、一般的なインフラの設定手順の一部として、サイト接続性情報の更

新（32ページ）に記載されているマルチサイトオーケストレータファブリック接続情
報の更新が必要です。

• Orchestratorに割り当てられているオーバーレイユニキャスト TEP、オーバーレイマルチ
キャスト TEP、および BGP EVPNルータ ID IPアドレスは、元のファブリックのインフラ
TEPプールのアドレス空間または 0.x.x.xの範囲から取得することはできません。
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インフラの設定:一般設定
ここでは、すべてのサイトの一般的なインフラ設定を構成する方法について説明します。

ステップ 1 Ciscoマルチサイト Orchestrator GUIにログインします。

ステップ 2 左側のナビゲーションメニューで、[インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インフラの設定（Infra
Configuration）]を選択します。

ステップ 3 メインペインにある [インフラの設定（Configure Infra）]をクリックします。

ステップ 4 左側のサイドバーで、[全般設定（General Settings）]を選択します。

ステップ 5 コントロールプレーン BGPを構成します。

a) [BGPピアリングタイプ (BGP Peering Type)]ドロップダウンから、[フルメッシュ (full-mesh)]または

[ルートリフレクタ (route-reflector)]のいずれかを選択します。

[ルートリフレクタ (route-reflector)]オプションは、すべてのサイトが同じ BGP自律システム (AS)に
属している場合にのみ有効です。

b) [キープアライブ間隔 (秒) (Keepalive Interval (Seconds))]フィールドに、キープアライブ間隔を秒単位
で入力します。

デフォルト値を維持することを推奨します。

c) [保留間隔 (秒) (Hold Interval (Seconds))]フィールドに、保留間隔を秒単位で入力します。

デフォルト値を維持することを推奨します。

d) [失効間隔 (秒) (Stale Interval (Seconds))]フィールドに、失効間隔を秒単位で入力します。

デフォルト値を維持することを推奨します。

e) [グレースフルヘルパー (Graceful Helper)]オプションをオンにするかどうかを選択します。

f) [最大AS制限値 (Maximum AS Limit)]フィールドで、最大 AS制限値を入力します。
g) [ピア間 BGP TTL (BGP TTL Between Peer)]フィールドで、ピア間の BGP TTLを入力します。

サイト接続性情報の更新
スパインの追加や削除、またはスパインノードの ID変更などのインフラストラクチャへの変
更が加えられた場合、Multi-Siteファブリック接続サイトの更新が必要になります。このセク
ションでは、各サイトの APICから直接最新の接続性情報を取得する方法を説明します。

ステップ 1 Ciscoマルチサイトオーケストレータ GUIにログインします。

ステップ 2 [メインメニュー (Main menu)]で、[インフラストラクチャ (Infrastructure)] > [インフラの設定 (Infra
Configuration)]を選択します。
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ステップ 3 右上にある [インフラの構成 (Infra Configuration)]ビューで、[インフラの設定 (Configure Infra)]ボタンを
クリックします。

ステップ 4 左側のペインの [サイト (Sites)]の下で、特定のサイトを選択します。

ステップ 5 メインウィンドウで、[サイトデータのリロード（Reload Site Data）]ボタンをクリックし、APICからファ
ブリック情報をプルします。

ステップ 6 （オプション）廃止されたスパインスイッチノードの設定を削除する場合は、[確認 (Confirmation)]ダイ
アログでチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスを有効にすると、現在使用されていないスパインスイッチのすべての設定情報が

データベースから削除されます。

ステップ 7 最後に、[はい (Yes)]をクリックして確認し、接続情報をロードします。

これにより、新しいスパインや削除されたスパインを検出し、すべてのサイトに関連したファブリックの

接続を APICからインポートし直します。

インフラの設定:オンプレミスサイトの設定
ここでは、オンプレミスサイトにサイト固有のインフラ設定を構成する方法について説明しま

す。

ステップ 1 Ciscoマルチサイトオーケストレータ GUIにログインします。

ステップ 2 左側のナビゲーションメニューで、[インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インフラの設定（Infra
Configuration）]を選択します。

ステップ 3 メインペインにある [インフラの設定（Configure Infra）]をクリックします。

ステップ 4 左側のペインの [サイト (Sites)]の下で、特定のオンプレミスサイトを選択します。

ステップ 5 右側の [ <サイト>設定（Settings）]ペインで、[マルチサイト（Multi-Site）]ノブを有効にしてオーケス
トレータでサイトを管理できるようにします。

ステップ 6 (オプションｎ) [CloudSec暗号化 (CloudSec Encryption)]ノブを有効にして、サイトを暗号化します。

CloudSec暗号化は、サイト間トラフィックの暗号化機能を提供します。この機能の詳細については、
Cisco Multi-Site Configuration Guideの「Infrastructure Management」の章を参照してください。

ステップ 7 [オーバレイマルチキャスト TEP (Overlay Multicast TEP)]を指定します。

このアドレスは、サイト間の L2 BUMおよび L3マルチキャストトラフィックのために使用されます。
この IPアドレスは、単一のポッドまたはマルチポッドファブリックであるかどうかには関わりなく、同
じファブリックの一部であるすべてのスパインスイッチに展開されます。

ステップ 8 [BGP自律システム番号 (BGP Autonomous System Number)]を指定します。

ステップ 9 [BGPパスワード (BGP Password)]を指定します。

ステップ 10 [OSPF Area ID (OSPFエリア ID)]を指定します。
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マルチサイトインフラOSPFの詳細を設定する際には、OSPFエリア 0 を使用することを推奨します。

0以外のエリア IDを使用する場合、次の手順ではそれをregular OSPFエリアタイプとして設定するこ
とになります。 stubエリアタイプにはなりません。

ステップ 11 ドロップダウンメニューから [OSPFエリアタイプ (OSPF Area Type)]を選択します。

OSPFエリアタイプは、次のいずれかになります。

• nssa

• regular

• stub

ステップ 12 ドロップダウンメニューから外部ルートドメインを選択します。

Cisco APIC GUIで作成した外部ルータドメインを選択します。

ステップ 13 サイトの OSPF設定を行います。

既存のポリシー (たとえば msc-ospf-policy-default)をクリックして修正することも、[+ポリシー追加
(+AddPolicy)]をクリックして新しいOSPFポリシーを追加することもできます。それから、[ポリシーの
追加/更新(Add/Update Policy)]ウィンドウで、以下を指定します。

• [ポリシー名（Policy Name）]フィールドにポリシー名を入力します。

• [(ネットワークタイプ (Network Type)]フィールドで、[ブロードキャスト (broadcast)]、[ポイントツー

ポイント (point-to-point)]、または [未指定 (unspecified)]のいずれかを選択します。

デフォルトは [ブロードキャスト (broadcast)]です。

• [優先順位 (Priority)]フィールドに、優先順位番号を入力します。

デフォルトは 1です。

• [インターフェイスのコスト (Cost of Interface)]フィールドに、インターフェイスのコストを入力し
ます。

デフォルト値は 0です。

• [インターフェイスコントロール(Interface Controls)]ドロップダウンメニューで、以下のいずれか
を選択します。

•アドバタイズサブネット (advertise-subnet)

• BFD (bfd)

• MTU無視 (mtu-ignore)

•受動的参加 (passive-participation)

• [Hello間隔 (秒) (Hello Interval (Seconds))]フィールドに、hello間隔を秒単位で入力します。

デフォルト値は 10です。

• [Dead間隔 (秒) (Dead Interval (Seconds))]フィールドに、dead間隔を秒単位で入力します。
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デフォルト値は 40です。

• [再送信間隔 (秒) (Retransmit Interval (Seconds))]フィールドに、再送信間隔を秒単位で入力します。

デフォルト値は 5です。

• [転送遅延 (秒) (Transmit Delay (Seconds))]フィールドに、遅延を秒単位で入力します。

デフォルトは 1です。

ステップ 14 (オプション)サイトの SR-MPLS設定を構成します。

サイトがMPLSネットワークを介して接続されている場合には、[SR-MPLS接続性 (SR-MPLSConnectivity)]
ノブを有効にして、セグメントルーティンググローバルブロック (SRGB)の範囲を指定します。

セグメントルーティンググローバルブロック（SRGB）は、ラベルスイッチングデータベース (LSD)
でセグメントルーティング (SR)用に予約されているラベル値の範囲です。これらの値は SR対応ノード
へのセグメント識別子（SID）として割り当てられ、ドメイン全体でグローバルな意味を持ちます。

デフォルトの範囲は 16000 ～ 23999です。

サイトのMPLS接続を有効にする場合は、『Cisco Multi-Site Configuration Guide for ACI Fabrics』の「Sites
Connected via SR-MPLS」の章で説明されている追加設定を行う必要があります。

インフラの設定:ポッドの設定
このセクションでは、各サイトでポッド固有の設定を行う方法について説明します。

ステップ 1 Ciscoマルチサイトオーケストレータ GUIにログインします。

ステップ 2 メインメニューで [サイト]をクリックします。

ステップ 3 [サイト]ビューで、[インフラの構築]をクリックします。

ステップ 4 左側のペインの [サイト (Sites)]の下で、特定のサイトを選択します。

ステップ 5 メインウィンドウで、ポッドを選択します。

ステップ 6 右の [ポッドのプロパティ]ペインで、ポッドについてオーバーレイユニキャスト TEPを追加できます。

この IPアドレスは、同じポッドの一部であり、サイト間の既知のユニキャストトラフィックに使用される
すべてのスパインスイッチに導入されます。

ステップ 7 [+ TEPプールの追加]をクリックして、ルーティング可能な TEPプールを追加します。

ルーティング可能な TEPプールは、サイト間接続のパブリック IPアドレスに使用されます。

ステップ 8 サイトの各ポッドに対してこの手順を繰り返します。
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インフラの設定:スパインスイッチ
このセクションでは、CiscoMulti-Siteのために各サイトのスパインスイッチを設定する方法に
ついて説明します。

ステップ 1 Ciscoマルチサイトオーケストレータ GUIにログインします。

ステップ 2 メインメニューで [サイト]をクリックします。

ステップ 3 [サイト]ビューで、[インフラの構築]をクリックします。

ステップ 4 左側のペインの [サイト (Sites)]の下で、特定のサイトを選択します。

ステップ 5 メインウィンドウで、ポッド内のスパインスイッチを選択します。

ステップ 6 右側の [<スパイン>設定 (Settings)]ペインで、[+ポート追加(Add Port)]をクリックします。

ステップ 7 [ポートの追加（Add Port）]ウィンドウで、次の情報を入力します。

• [イーサネットポート ID (Ethernet Port ID)]フィールドに、ポート ID、たとえば 1/29を入力しま

す。

• [IPアドレス (IP Address)]フィールドに、IPアドレス/ネットマスクを入力します。

MSOによって、指定されたポートで指定された IPアドレスを持つ VLAN 4でサブインターフェイ
スが作成されます。

• [MTU]フィールドに、サーバのMTUを入力します。[継承 (inherit)]を指定することも、576～

9000の値を指定することもできます。

スパインポートのMTUは、IPN側のMTUと一致させる必要があります。

• [OSPFポリシー (OSPF Policy)]フィールドで、インフラの設定:オンプレミスサイトの設定（33
ページ）で設定したスイッチの OSPFポリシーを選択します。

OSPFポリシーの OSPF設定は、IPN側と一致させる必要があります。

• [OSPF認証 (OSPF Authentication)]では、[なし (none)]または以下のいずれかを選択します。

• MD5

• Simple

ステップ 8 [BGPピアリング (BGP Peering)]ノブを有効にします。

2つより多くのスパインスイッチのある単一のポッドファブリックでは、BGPピアリングはBGPスピー
カ (BGP Speakers)と呼ばれるスパインスイッチのペア (冗長性のためのもの)上でのみ有効にします。
他のすべてのスパインスイッチでは、BGPピアリングを無効にします。これらはBGPフォワーダ (BGP
Forwarders)としてのみ機能します。

マルチポッドファブリック BGPピアリングは、それぞれが異なるポッドに展開された、2台の BPGス
ピーカスパインスイッチ上でのみ有効にします。他のすべてのスパインスイッチでは、BGPピアリン
グを無効にします。これらは BGPフォワーダ (BGP Forwarders)としてのみ機能します。
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ステップ 9 [BGP-EVPN Router-ID (BGP-EVPNルータ ID)]フィールドでは、サイト間の BGP-eVPNセッションで使
用する IPアドレスを指定します。

ステップ 10 すべてのスパインスイッチで手順を繰り返します。

インフラ設定の展開
ここでは、各 APICサイトにインフラ設定を展開する方法について説明します。

メインペインの右上にある [展開 (deploy)]をクリックして、設定を展開します。

Ciscoマルチサイトオーケストレータ導入ガイド、リリース 3.2（x）
37

ACIファブリックの Day-0オペレーション

インフラ設定の展開



Ciscoマルチサイトオーケストレータ導入ガイド、リリース 3.2（x）
38

ACIファブリックの Day-0オペレーション

インフラ設定の展開



第 II 部

DCNMファブリックの Day-0運用
•サイトの追加と削除（41ページ）
• Cisco DCNMサイトのインフラの設定（49ページ）





第 6 章

サイトの追加と削除

• Cisco DCNMサイトの追加（41ページ）
•サイトの削除（46ページ）
•ファブリックコントローラへの相互起動（48ページ）

Cisco DCNMサイトの追加
ここでは、Nexus Dashboard GUIを使用してDCNMサイトを追加し、そのサイトをマルチサイ
トオーケストレータで管理できるようにする方法について説明します。

始める前に

•追加するサイトが Cisco DCNMリリース 11.5(1)以降を実行していることを確認する必要
があります。

ステップ 1 Nexusダッシュボード GUIにログインします。

ステップ 2 新サイトを追加します。
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a) 左のナビゲーションメニューから [サイト (Sites)]を選択します。

b) メインペインの右上にある[アクション (Actions)] > [サイトの追加 (Add Site)]をクリックします。

ステップ 3 サイト情報を入力します。
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a) [サイトのタイプ (Site Type)]で、[DCNM]を選択します。

b) DCNMコントローラ情報を入力します。

現在 DCNMファブリックを管理している DCNMコントローラ用に、[ホスト名/IPアドレス (Host
Name/IP Address)]（インバンド（eth2）インターフェイスのもの）、[ユーザー名 (User Name)]、およ
び [パスワード (Password)]を入力する必要があります。

c) [サイトの選択 (Select Sites)]をクリックして、DCNMコントローラによって管理される特定のファブ
リックを選択します。

ファブリック選択ウィンドウが開きます。
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ステップ 4 Nexusダッシュボードに追加するファブリックを選択します。

a) Nexusダッシュボードで実行しているアプリケーションで使用できる1つ以上のファブリックをオンに
します。

b) [選択（Select）]をクリックします。

ステップ 5 [サイトの追加 (Add Site)]ウィンドウで、[追加 (Add)]をクリックしてサイトの追加を終了します。

この時点で、サイトはNexusダッシュボードで使用できるようになりますが、次の手順で説明するように、
マルチサイトオーケストレータの管理用にそれらのサイトを有効にする必要があります。

ステップ 6 追加の DCNMコントローラについて、前の手順を繰り返します。
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ステップ 7 Nexusダッシュボードの [サービスカタログ (Service Catalog)]から、マルチサイトオーケストレータアプ
リケーションを開きます。

Nexusダッシュボードユーザーのクレデンシャルを使用して自動的にログインします。

ステップ 8 マルチサイトオーケストレータ GUI内でサイトを有効化。

a) 左のナビゲーションメニューから、[インフラストラクチャ (Infrastructure)] > [サイト (Sites)]を選択し
ます。

b) メインペインで、MSOで管理する各ファブリックの [状態 (State)]を [非管理対象 (Unmanaged)]から [管

理対象 (Managed)]に変更します。
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管理しているファブリックがDCNMマルチサイトドメイン（MSD）の一部である場合、すでに関連付
けられている [サイト ID (Site ID)]があります。この場合、[状態 (State)]を [管理対象 (Managed)]に変

更するだけでファブリックが管理されます。

ただし、ファブリックが DCNM MSDの一部ではない場合、サイトの [ファブリック ID (Fabric ID)]を
指定しない限り、その状態を [管理対象 (Managed)]に変更することはできません。

既存のMSDの一部であるファブリックとそうでないファブリックの両方を管理する場合
は、最初にMSDファブリックをオンボードし、次にスタンドアロンファブリックをオン
ボードする必要があります。

（注）

サイトの削除
ここでは、マルチサイトオーケストレータ GUIを使用して 1つ以上のサイトのサイト管理を
無効にする方法について説明します。サイトは Nexusダッシュボードに残ります。

始める前に

削除するサイトに関連付けられているすべてのテンプレートが展開されていないことを確認す

る必要があります。

ステップ 1 マルチサイトオーケストレータ GUIを開きます。

NexusダッシュボードのサービスカタログからMSOアプリケーションを開きます。Nexusダッシュボード
ユーザーのクレデンシャルを使用して自動的にログインします。

ステップ 2 マルチサイトオーケストレータ GUI内でサイトを無効化。
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a) 左のナビゲーションメニューから、[インフラストラクチャ (Infrastructure)] > [サイト (Sites)]を選択し
ます。

b) メインペインで、MSOで管理する各ファブリックの [状態（State）]を [管理対象（Managed）]から [非管

理対象（Unmanaged）]に変更します。

サイトが1つ以上の展開済みテンプレートに関連付けられている場合、それらのテンプレー
トを展開解除するまで、その状態を[非管理対象 (Unmanaged)]に変更することはできません。

（注）
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ファブリックコントローラへの相互起動
マルチサイトオーケストレータは現在、ファブリックのタイプごとに多数の設定オプション

をサポートしています。追加の多くの設定オプションでは、ファブリックのコントローラに直

接ログインする必要があります。

MSOの[インフラストラクチャ (Infrastucture)] > [サイト (Sites)]画面から特定のサイトコント
ローラのGUIにクロス起動するには、サイトの横にあるアクション（...）メニューを選択し、

ユーザーインターフェイスで [開く (Open)]をクリックします。クロス起動は、ファブリック
のアウトオブバンド（OOB）管理IPで動作することに注意してください。

Nexus Dashboardとファブリックがリモートユーザー認証のために構成されている場合、Nexus
Dashboardユーザーと同じログイン情報を使用して、ファブリックのコントローラに自動的に
ログインします。
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第 7 章

Cisco DCNMサイトのインフラの設定

•前提条件とガイドライン（49ページ）
•インフラの設定:一般設定（49ページ）
•サイト接続性情報の更新（51ページ）
•インフラの設定: DCNNサイトの設定（51ページ）
•インフラ設定の展開（54ページ）

前提条件とガイドライン
次のセクションでは、全般とサイト固有のファブリックインフラ設定を行うために必要な手順

について説明します。

インフラの設定を進める前に、前のセクションで説明したようにサイトを追加する必要があり

ます。

さらに、次の点に注意してください。

•境界ゲートウェイスイッチの追加や削除には、一般的なインフラの設定手順の一部とし
て、サイト接続性情報の更新（51ページ）に記載されている、マルチサイトオーケスト
レータのファブリック接続情報の更新が必要です。

インフラの設定:一般設定
ここでは、すべてのサイトの一般的なインフラ設定を構成する方法について説明します。

ステップ 1 Ciscoマルチサイト Orchestrator GUIにログインします。

ステップ 2 左側のナビゲーションメニューで、[インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インフラの設定（Infra
Configuration）]を選択します。

ステップ 3 メインペインにある [インフラの設定（Configure Infra）]をクリックします。

ステップ 4 左側のサイドバーで、[全般設定（General Settings）]を選択します。

ステップ 5 コントロールプレーン BGPを構成します。
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a) [BGPピアリングタイプ（Bgp Peering Type）]を選択します。

• full-mesh：各サイトのすべてのボーダーゲートウェイスイッチは、リモートサイトのボーダー
ゲートウェイスイッチとのピア接続を確立します。

• route-server：route-serverオプションを使用すると、各サイトがMP-BGP EVPNセッションを確
立する 1つ以上のコントロールプレーンノードを指定できます。ルートサーバーノードは、従来
の BGPルートリフレクタと同様の機能を実行しますが、EBGP（iBGP）セッションでは使用しま
せん。ルートサーバーノードを使用すると、MSOによって管理されるすべてのVXLAN EVPNサ
イト間でMP-BGP EVPNフルメッシュ隣接関係が作成されなくなります。

b) [BGPピアリングタイプ（BGP Peering Type）]を route-serverに設定する場合は、[+ルートサーバー
を追加（+ Add Route Server）]をクリックして、1台以上のルートサーバーを追加します。

[ルートサーバーの追加（Add Route Server）]ウィンドウが開きます。

• [サイト（Site）]ドロップダウンから、ルートサーバーに接続するサイトを選択します。

• [ASN]フィールドには、サイトのASNが自動的に入力されます。

• [コアルータデバイス（Core Router Device）]ドロップダウンから、接続するルートサーバーを選択
します。

• [インターフェイス（Interface）]ドロップダウンから、コアルータデバイスのインターフェイスを選
択します。

ルートサーバーは最大 4台まで追加できます。複数のルートサーバーを追加すると、すべてのサイトがす
べてのルートサーバーに対してMP-BGP EVPAN隣接関係を確立します。

a) [キープアライブ間隔 (秒) (Keepalive Interval (Seconds))]フィールドに、キープアライブ間隔を秒単位
で入力します。

デフォルト値を維持することを推奨します。

b) [保留間隔 (秒) (Hold Interval (Seconds))]フィールドに、保留間隔を秒単位で入力します。

デフォルト値を維持することを推奨します。

c) [失効間隔 (秒) (Stale Interval (Seconds))]フィールドに、失効間隔を秒単位で入力します。

デフォルト値を維持することを推奨します。

d) [グレースフルヘルパー (Graceful Helper)]オプションをオンにするかどうかを選択します。

e) [最大AS制限値 (Maximum AS Limit)]フィールドで、最大 AS制限値を入力します。
f) [ピア間 BGP TTL (BGP TTL Between Peer)]フィールドで、ピア間の BGP TTLを入力します。

ステップ 6 DCNM設定を構成します。

a) [L2 VXLAN VNI範囲（L2 VXLAN VNI Range）]を指定します。

b) L3 VXLAN VNI範囲を指定します。
c) [マルチサイトルーティングループバック IP範囲（Multi-Site Routing Loopback IP Range）].を指定し
ます。
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このフィールドは、各ファブリックの [マルチサイトTEP（Multi-Site TEP）]フィールドに自動入力す
るために使用されます。インフラの設定: DCNNサイトの設定（51ページ）で説明します。

以前に DCNMのマルチサイトドメイン（MSD）の一部であったサイトの場合、このフィールドには
以前に定義された値が事前に入力されます。

d) [エニーキャストゲートウェイMAC（Anycast Gateway MAC）]を入力します。

サイト接続性情報の更新
ボーダーゲートウェイスイッチの追加や削除などのインフラストラクチャの変更には、マル

チサイトオーケストレータファブリックの接続の更新が必要です。このセクションでは、各

サイトのコントローラから直接最新の接続性情報を取得する方法を説明します。

ステップ 1 Ciscoマルチサイト Orchestrator GUIにログインします。

ステップ 2 左側のナビゲーションメニューで、[インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インフラの設定（Infra
Configuration）]を選択します。

ステップ 3 メインペインにある [インフラの設定（Configure Infra）]をクリックします。

ステップ 4 左側のペインの [サイト (Sites)]の下で、特定のサイトを選択します。

ステップ 5 メインウィンドウで、APICからファブリック情報を取得するために [更新 (Refresh)]ボタンをクリックし
ます。

ステップ 6 （任意）使用停止されたボーダーゲートウェイスイッチの設定を削除する場合は、[確認（Confirmation）]
ダイアログでチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスを有効にすると、現在使用されていないボーダーゲートウェイスイッチのすべての

設定情報がデータベースから削除されます。

ステップ 7 最後に、[はい (Yes)]をクリックして確認し、接続情報をロードします。

これにより、新しいスパインや削除されたスパインを検出し、すべてのサイトに関連したファブリックの

接続を APICからインポートし直します。

インフラの設定: DCNNサイトの設定
ここでは、オンプレミスサイトにサイト固有のインフラ設定を構成する方法について説明しま

す。

ステップ 1 Ciscoマルチサイト Orchestrator GUIにログインします。
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ステップ 2 左側のナビゲーションメニューで、[インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インフラの設定（Infra
Configuration）]を選択します。

ステップ 3 メインペインにある [インフラの設定（Configure Infra）]をクリックします。

ステップ 4 左側のペインの [サイト (Sites)]の下で、特定の DCNMを選択します。

ステップ 5 右側の <Site>[設定 (Settings)]サイドバーで、マルチサイト TEPを指定します。

このアドレスは、サイト間の L2 BUMおよび L3マルチキャストトラフィックのために使用されます。こ
の IPアドレスは、同じファブリックの一部であるすべてのボーダーゲートウェイスイッチに導入されま
す。

設定するサイトが DCNMマルチサイトドメイン（MDS）の一部である場合、このフィールド
にはDCNMからインポートされた情報が事前に入力されます。この場合、値を変更してインフ
ラ設定を再展開すると、MDSの一部であるサイト間のトラフィックに影響します。

（注）

[自動割り当て (Auto Allocate)]フィールドを選択すると、前のセクションで定義したマルチサイトルーティ
ングループバック IP範囲から次に使用可能なアドレスが割り当てられます。

ステップ 6 <fabric-name>タイル内で、ボーダーゲートウェイを選択します。

ステップ 7 右に <border-gateway>サイドバーの設定で、コントロールプレーン TEPとデータプレーン TEPを指定し
ます。

ステップ 8 [ポートの追加 (Add Port)]をクリックして、IPNに接続するポートを設定します。

このリリースでは、DCNMからのポート設定のインポートはサポートされていません。設定す
るサイトがすでに DCNMマルチサイトドメイン（MDS）の一部である場合は、DCNMですで
に設定されている値と同じ値を使用する必要があります。

（注）
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このボーダーゲートウェイをコアスイッチまたは別のボーダーゲートウェイに接続するポートの展開に固

有の次の情報を入力します。

• [イーサネットポート ID (Ethernet Port ID)]ドロップダウンから、IPNに接続するポートを選択しま
す。

• [IPアドレス (IP Address)]フィールドに、IPアドレスとネットマスクを入力します。

• [リモートアドレス (Remote Address)]フィールドに、ポートが接続されているリモートデバイスの IP
アドレスを入力します。

• [リモート ASN (Remote ASN)]フィールドに、リモートサイトのIDを入力します。
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• [MTU]フィールドに、サーバーのMTUを入力します。

スパインポートのMTUは、IPN側のMTUと一致させる必要があります。

[継承 (inherit)]を指定することも、576～ 9000の値を指定することもできます。

• BGP認証の場合は、[なし (None)]または [シンプル (Simple (MD5))]を選択できます。

[シンプル (Simple)]を選択した場合は、認証キーも指定する必要があります。

インフラ設定の展開
ここでは、各 DCNMサイトにインフラ設定を展開する方法について説明します。

始める前に

この章の前のセクションで説明したように、全般的な、およびサイト固有のインフラ設定を完

了している必要があります。

ステップ 1 設定の競合がないことを確認するか、必要に応じて解決します。

各サイトですでに設定されている設定との設定の競合がある場合、[展開 (Deploy)]ボタンが無効になり、
警告が表示されます。たとえば、同じ名前のVRFまたはネットワークが複数のサイトに存在し、各サイト
で異なる VNIを使用している場合です。

設定が競合する場合：

a) 競合通知ポップアップの [クリックして表示 (Click to View)]リンクをクリックします。
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b) 競合の原因となっている特定の設定を書き留めます。

たとえば、次のレポートでは、fab1サイトと fab2サイトの VRFとネットワーク間に IDの不一致があ
ります。
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c) [X]ボタンをクリックしてレポートを閉じ、インフラ設定画面を終了します。
d) サイトの削除（28ページ）の説明に従って、MSOでサイトの管理を解除します。

Nexusダッシュボードからサイトを削除する必要はありません。MSO GUIでサイトの管理を解除する
だけです。

e) 既存の設定の競合を解決します。

f) Cisco DCNMサイトの追加（41ページ）の説明に従って、サイトを再度管理状態にします。

サイトはすでに Nexusダッシュボードに追加されているため、MSOで管理できるようにします。

g) すべての競合が解決され、[展開 (Deploy)]ボタンが使用可能であることを確認します。

Ciscoマルチサイトオーケストレータ導入ガイド、リリース 3.2（x）
56

DCNMファブリックの Day-0運用

インフラ設定の展開



ステップ 2 設定を展開します。

a) [ファブリック接続インフラ (Fabric Connectivity Infra)]画面の右上で、適切な [展開 (Deploy)]オプショ
ンを選択して設定を展開します。

DCNMサイトのみを設定する場合は、[展開 (Deploy)]をクリックしてインフラ設定を展開します。

b) 設定が展開されるのを待ちます。

インフラ構成を展開すると、MSOは DCNMに信号を送り、ボーダーゲートウェイ間のアンダーレイ
と EVPNオーバーレイを設定します。
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設定が正常に展開されると、[ファブリック接続インフラ (Fabric Connectivity Infra)]画面のサイトの横
に緑色のチェックマークが表示されます。
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第 III 部

マルチサイトオーケストレータアプリケー

ションのアップグレードまたはダウング

レード
• MSOアプリケーションのアップグレードまたはダウングレード（61ページ）
• Nexusダッシュボードへの既存のクラスタの移行（73ページ）





第 8 章

MSOアプリケーションのアップグレード
またはダウングレード

•概要（61ページ）
•前提条件とガイドライン（61ページ）
• Cisco App Storeを使用したMSOアプリケーションのアップグレード（62ページ）
• MSOアプリケーションを手動でアップグレード（65ページ）
• MSOアプリケーションのダウングレード（68ページ）

概要
ここでは、Cisco Nexus Dashboardに導入されている Ciscoマルチサイトオーケストレータリ
リース 3.2（1）以降をアップグレードまたはダウングレードする方法について説明します。

VMware ESX VMまたは Ciscoアプリケーションサービスエンジンに導入されている以前のリ
リースを実行している場合は、マルチサイトオーケストレータ導入ガイドの「Nexusダッシュ

ボードへの既存のクラスタの移行」の章の説明に従って、新しいクラスタを導入し、既存のク

ラスタから設定を転送する必要があります。

前提条件とガイドライン
Cisco Nexusマルチサイトオーケストレータクラスタをアップグレードまたはダウングレード
する前に、次の手順を実行します。

•リリース3.2（1）より前のリリースからのステートフルアップグレードはサポートされて
いないため、クラスタを再展開し、既存の構成バックアップを復元する必要があります。

•現在の Nexusダッシュボードクラスタが正常であることを確認します。

Nexusダッシュボードクラスタの状態は、次の 2つの方法のいずれかで確認できます。

• Nexusダッシュボード GUIにログインし、[システム概要（System Overview）]ペー
ジでシステムステータスを確認します。
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•いずれかのノードに直接rescue-userとしてログインし、次のコマンドを実行します。

# acs health
All components are healthy

•現在のマルチサイトオーケストラが正常に動作していることを確認します。

• MSOアプリケーションのアップグレードは次のいずれかの方法で実行できます。

• Cisco App Storeを使用したMSOアプリケーションのアップグレード（62ページ）の
説明に従って、Nexusダッシュボードの App Storeを使用します。

この場合、Cisco DC App Centerは、管理ネットワークを介して直接、またはプロキシ
設定を使用してNexusダッシュボードから到達可能である必要があります。Nexusダッ
シュボードのプロキシ設定については、『Nexus Dashboard User Guide』を参照してく
ださい。

App Storeでは、アプリケーションの最新バージョンにのみアップグレードできること
に注意してください。

• MSOアプリケーションを手動でアップグレード（65ページ）で説明されているよう
にこのセクションの説明に従って、新しいアプリケーションイメージを手動でアップ

ロードします。

この方法は、DC App Centerへの接続を確立できない場合、または使用可能な最新リ
リースではないアプリケーションのバージョンにアップグレードする場合に使用でき

ます。

•ダウングレードワークフローは手動アップグレードプロセスに似ており、MSOアプリ
ケーションのダウングレード（68ページ）で説明されています。

•リリース 3.2（1）より前のリリースへのダウングレードはサポートされていません。

以前のリリースにダウングレードする場合は、そのリリースでサポートされているプラッ

トフォームに新しいマルチサイトオーケストレータクラスタを展開し、古い設定のバッ

クアップを復元する必要があります。リリース3.2（1）以降で作成されたバックアップを
古いMSOクラスタに復元することはサポートされていません。

Cisco App Storeを使用したMSOアプリケーションのアッ
プグレード

ここでは、Ciscoマルチサイトオーケストレータリリース 3.2（1）以降をアップグレードする
方法について説明します。

始める前に

•前提条件とガイドライン（61ページ）で説明している前提条件をすべて満たしているこ
とを確認します。
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• Cisco DC App CenterがNexusダッシュボードから管理ネットワーク経由で直接、またはプ
ロキシ設定を使用して到達可能であることを確認します。

Nexusダッシュボードのプロキシ設定については、『Nexus Dashboard User Guide』を参照
してください。

ステップ 1 Nexus Dashboardにログインします。

ステップ 2 左のナビゲーションメニューから [サービスカタログ (Service Catalog)]を選択します。

ステップ 3 App Storeを使用してアプリケーションをアップグレードします。

a) [サービスカタログ (Service Catalog)]画面で [アプリストア (App Store)]タブを選択します。

b) [マルチサイトオーケストレータ（Multi-Site Orchestrator）]タイルで、[アップグレード（Upgrade）]
をクリックします。

c) 開いた [ライセンス契約 (License Agreement)]ウィンドウで、[同意してダウンロード (AgreeandDownload)]
をクリックします。

ステップ 4 新しいイメージが初期化されるまで待ちます。

新しいアプリケーションイメージが使用可能になるまでに最大 20分かかることがあります。

ステップ 5 新しい画像をアクティブにします。
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a) [サービスカタログ (Service Catalog)]画面で、[インストール済みサービス (Installed Services)]タブを
選択します。

b) マルチサイトオーケストレータタイルの右上にあるメニュー（...）をクリックし、[利用可能なバー
ジョン（Available Versions）]を選択します。

c) [Available Versions]ウィンドウで、新しいイメージの横にある [アクティベート (Activate)]をクリック
します。

新しいイメージをアクティブにする前に、現在実行中のイメージを無効にしないでくださ

い。イメージアクティベーションプロセスは、現在実行中のイメージを認識し、現在実行

中のアプリケーションバージョンに必要なアップグレードワークフローを実行します。

（注）
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すべてのアプリケーションサービスが起動し、GUIが使用可能になるまでに、さらに最大20分かかる
場合があります。このページは、プロセスが完了した時点で自動的に再ロードされます。

ステップ 6 （任意）古いアプリケーションイメージを削除します。

ダウングレードする場合に備えて、古いアプリケーションバージョンを保持しておくこともできます。ま

たは、この手順の説明に従って削除することもできます。

a) [サービスカタログ (Service Catalog)]画面で、[インストール済みサービス (Installed Services)]タブを
選択します。

b) マルチサイトオーケストレータタイルの右上にあるメニュー（...）をクリックし、[利用可能なバー
ジョン（Available Versions）]を選択します。

c) 使用可能なバージョンのウィンドウで、削除するイメージの横にある削除アイコンをクリックします。

すべてのアプリケーションサービスが起動し、GUIが使用可能になるまでに、さらに最大20分かかる
場合があります。このページは、プロセスが完了した時点で自動的に再ロードされます。

ステップ 7 アプリを起動します。

アプリケーションを起動するには、Nexusダッシュボードの [サービスカタログ (Service Catalog)]ページの
アプリケーションタイルで [開く (Open)] をクリックします。

シングルサインオン（SSO）機能を使用すると、Nexusダッシュボードで使用したものと同じクレデンシャ
ルを使用してアプリケーションにログインできます。

MSOアプリケーションを手動でアップグレード
ここでは、Ciscoマルチサイトオーケストレータリリース 3.2（1）以降をアップグレードする
方法について説明します。

始める前に

•前提条件とガイドライン（61ページ）で説明している前提条件をすべて満たしているこ
とを確認します。

ステップ 1 ターゲットのリリースイメージをダウンロードします。

a) マルチサイトオーケストレータアプリケーション DC App Centerページを参照します：
https://dcappcenter.cisco.com/multi-site-orchestrator.html

b) [バージョン (Version)]ドロップダウンから、インストールするバージョンを選択し、[ダウンロード
(Download)]をクリックします。

c) ライセンス契約に同意し、イメージをダウンロードします。

ステップ 2 Nexus Dashboardにログインします。

ステップ 3 Nexusダッシュボードにイメージをアップロードします。
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a) 左のナビゲーションメニューから [サービスカタログ (Service Catalog)]を選択します。

b) Nexusダッシュボードの [サービスカタログ (Service Catalog)]画面で、[インストール済みサービス
(Installed Services)]タブを選択します。

c) メインペインの右上にある [アクション (Actions)]メニューから、[アプリケーションのアップロード
(Upload App)]を選択します。

d) [アプリケーションのアップロード (Upload App)]ウィンドウで、イメージの場所を選択します。

アプリケーションイメージをシステムにダウンロードした場合は、[ローカル (Local)]を選択します。

サーバでイメージをホストしている場合は、[リモート (Remote)]を選択します。

e) ファイルを選択します。

前のサブステップで [ローカル (Local)]を選択した場合は、[ファイルの選択 (Select File)]をクリック
し、ダウンロードしたアプリケーションイメージを選択します。

[リモート (Remote)]を選択した場合は、イメージファイルのフル URLを指定します。
http://<ip-address>:<port>/<full-path>/cisco-mso-<version>.aciのようになります。

f) [アップロード (Upload)]をクリックして、アプリケーションをクラスタに追加します。

アップロードの進行状況バーとともに新しいタイルが表示されます。イメージのアップロードが完了

すると、Nexusダッシュボードは新しいイメージを既存のアプリケーションとして認識し、新しいバー
ジョンとして追加します。

ステップ 4 新しいイメージが初期化されるまで待ちます。

新しいアプリケーションイメージが使用可能になるまでに最大 20分かかることがあります。

ステップ 5 新しい画像をアクティブにします。
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a) [サービスカタログ (Service Catalog)]画面で、[インストール済みサービス (Installed Services)]タブを
選択します。

b) マルチサイトオーケストレータタイルの右上にあるメニュー（...）をクリックし、[利用可能なバー
ジョン（Available Versions）]を選択します。

c) [Available Versions]ウィンドウで、新しいイメージの横にある [アクティベート (Activate)]をクリック
します。

新しいイメージをアクティブにする前に、現在実行中のイメージを無効にしないでくださ

い。イメージアクティベーションプロセスは、現在実行中のイメージを認識し、現在実行

中のアプリケーションバージョンに必要なアップグレードワークフローを実行します。

（注）

Ciscoマルチサイトオーケストレータ導入ガイド、リリース 3.2（x）
67

マルチサイトオーケストレータアプリケーションのアップグレードまたはダウングレード

MSOアプリケーションを手動でアップグレード



すべてのアプリケーションサービスが起動し、GUIが使用可能になるまでに、さらに最大20分かかる
場合があります。このページは、プロセスが完了した時点で自動的に再ロードされます。

ステップ 6 （任意）古いアプリケーションイメージを削除します。

ダウングレードする場合に備えて、古いアプリケーションバージョンを保持しておくこともできます。ま

たは、この手順の説明に従って削除することもできます。

a) [サービスカタログ (Service Catalog)]画面で、[インストール済みサービス (Installed Services)]タブを
選択します。

b) マルチサイトオーケストレータタイルの右上にあるメニュー（...）をクリックし、[利用可能なバー
ジョン（Available Versions）]を選択します。

c) 使用可能なバージョンのウィンドウで、削除するイメージの横にある削除アイコンをクリックします。

すべてのアプリケーションサービスが起動し、GUIが使用可能になるまでに、さらに最大20分かかる
場合があります。このページは、プロセスが完了した時点で自動的に再ロードされます。

ステップ 7 アプリを起動します。

アプリケーションを起動するには、Nexusダッシュボードの [サービスカタログ (Service Catalog)]ページの
アプリケーションタイルで [開く (Open)] をクリックします。

シングルサインオン（SSO）機能を使用すると、Nexusダッシュボードで使用したものと同じクレデンシャ
ルを使用してアプリケーションにログインできます。

MSOアプリケーションのダウングレード
ここでは、Ciscoマルチサイトオーケストレータリリース 3.2（1）以降をダウングレードする
方法について説明します。

ダウングレードワークフローはアップグレードワークフローに似ており、ターゲットのリリー

スイメージをアップロードし、以下で説明するように、現在実行中のアプリケーションバー

ジョンを新しいイメージに切り替えます。

始める前に

•リリース 3.2（1）より前のリリースへのダウングレードはサポートされていません。

以前のリリースにダウングレードする場合は、そのリリースでサポートされているプラッ

トフォームに新しいマルチサイトオーケストレータクラスタを展開し、古い設定のバッ

クアップを復元する必要があります。リリース3.2（1）以降で作成されたバックアップを
古いMSOクラスタに復元することはサポートされていません。

•で説明している前提条件をすべて満たしていることを確認します。前提条件とガイドライ
ン（61ページ）
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ステップ 1 ターゲットのリリースイメージをダウンロードします。

a) マルチサイトオーケストレータアプリケーション DC App Centerページを参照します：
https://dcappcenter.cisco.com/multi-site-orchestrator.html

b) [バージョン (Version)]ドロップダウンから、インストールするバージョンを選択し、[ダウンロード
(Download)]をクリックします。

c) ライセンス契約に同意し、イメージをダウンロードします。

ステップ 2 Nexus Dashboardにログインします。

ステップ 3 Nexusダッシュボードにイメージをアップロードします。

a) 左のナビゲーションメニューから [サービスカタログ (Service Catalog)]を選択します。

b) Nexusダッシュボードの [サービスカタログ (Service Catalog)]画面で、[インストール済みサービス
(Installed Services)]タブを選択します。

c) メインペインの右上にある [アクション (Actions)]メニューから、[アプリケーションのアップロード
(Upload App)]を選択します。

d) [アプリケーションのアップロード (Upload App)]ウィンドウで、イメージの場所を選択します。

アプリケーションイメージをシステムにダウンロードした場合は、[ローカル (Local)]を選択します。

サーバでイメージをホストしている場合は、[リモート (Remote)]を選択します。

e) ファイルを選択します。

前のサブステップで [ローカル (Local)]を選択した場合は、[ファイルの選択 (Select File)]をクリック
し、ダウンロードしたアプリケーションイメージを選択します。

[リモート (Remote)]を選択した場合は、イメージファイルのフル URLを指定します。
http://<ip-address>:<port>/<full-path>/cisco-mso-<version>.aciのようになります。

f) [アップロード (Upload)]をクリックして、アプリケーションをクラスタに追加します。

アップロードの進行状況バーとともに新しいタイルが表示されます。イメージのアップロードが完了

すると、Nexusダッシュボードは新しいイメージを既存のアプリケーションとして認識し、新しいバー
ジョンとして追加します。

ステップ 4 新しいイメージが初期化されるまで待ちます。

新しいアプリケーションイメージが使用可能になるまでに最大 20分かかることがあります。

ステップ 5 新しい画像をアクティブにします。
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a) [サービスカタログ (Service Catalog)]画面で、[インストール済みサービス (Installed Services)]タブを
選択します。

b) マルチサイトオーケストレータタイルの右上にあるメニュー（...）をクリックし、[利用可能なバー
ジョン（Available Versions）]を選択します。

c) [Available Versions]ウィンドウで、新しいイメージの横にある [アクティベート (Activate)]をクリック
します。

新しいイメージをアクティブにする前に、現在実行中のイメージを無効にしないでくださ

い。イメージアクティベーションプロセスは、現在実行中のイメージを認識し、現在実行

中のアプリケーションバージョンに必要なダウングレードワークフローを実行します。

（注）
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すべてのアプリケーションサービスが起動し、GUIが使用可能になるまでに、さらに最大20分かかる
場合があります。このページは、プロセスが完了した時点で自動的に再ロードされます。

ステップ 6 （任意）古いアプリケーションイメージを削除します。

ダウングレードする場合に備えて、古いアプリケーションバージョンを保持しておくこともできます。ま

たは、この手順の説明に従って削除することもできます。

a) [サービスカタログ (Service Catalog)]画面で、[インストール済みサービス (Installed Services)]タブを
選択します。

b) マルチサイトオーケストレータタイルの右上にあるメニュー（...）をクリックし、[利用可能なバー
ジョン（Available Versions）]を選択します。

c) 使用可能なバージョンのウィンドウで、削除するイメージの横にある削除アイコンをクリックします。

すべてのアプリケーションサービスが起動し、GUIが使用可能になるまでに、さらに最大20分かかる
場合があります。このページは、プロセスが完了した時点で自動的に再ロードされます。

ステップ 7 アプリを起動します。

アプリケーションを起動するには、Nexusダッシュボードの [サービスカタログ (Service Catalog)]ページの
アプリケーションタイルで [開く (Open)] をクリックします。

シングルサインオン（SSO）機能を使用すると、Nexusダッシュボードで使用したものと同じクレデンシャ
ルを使用してアプリケーションにログインできます。
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第 9 章

Nexusダッシュボードへの既存のクラスタ
の移行

• Nexusダッシュボードへの既存のクラスタの移行（73ページ）
•前提条件とガイドライン（73ページ）
•既存のクラスタ設定のバックアップ（75ページ）
•新しいクラスタを展開して構成を復元する（77ページ）

Nexusダッシュボードへの既存のクラスタの移行
リリース 3.2（1）以降、マルチサイトオーケストレータはCisco Nexusダッシュボードのアプ
リケーションとして展開する必要があります。以前サポートされていたVMwareESX仮想アプ
ライアンスおよび Cisco Application Services Engineフォームファクタのサポートは廃止されま
した。

次のサブセクションでは、VMware ESX VMまたは Ciscoアプリケーションサービスエンジン
に導入されている既存の Ciscoマルチサイトオーケストレータを Cisco Nexusダッシュボード
に移行する方法について説明します。

すでに Cisco NexusダッシュボードでMSOクラスタを展開している場合は、代わりに概要
（61ページ）に記載されている手順に従ってください。

前提条件とガイドライン
新しいプラットフォームは、クラスタリングとインフラストラクチャ、サイト管理、および

ユーザー管理の実装方法が大きく異なるため、移行プロセスでは、新しいNexusダッシュボー
ドプラットフォームを並行展開することと、既存のMulti-Site Orchestrator（MSO）クラスタ
から現在の設定データベースを手動で転送することが必要になります。

既存のクラスタを Nexusダッシュボードに移行する前には、次の作業を実行します。
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•最初に、Cisco Nexus Dashboard Deployment Guideおよびこのドキュメントのマルチサイト
オーケストレータを展開（3ページ）章で説明されている、Nexus Dashboardプラット
フォームおよび全体的な導入の概要とガイドラインを理解しておいてください。

•現在のMSOクラスタが正常であることを確認します。

構成のバックアップを作成する時に使用します。そして、Nexus Dashboard内の新しく展
開したMSOアプリケーション内にインポートします。

•ファブリックが Cisco APICリリース 4.2（4）以降にアップグレードされていることを確
認してください。

サイト管理は、MSO UIから、リリース 4.2（6）以降をサポートする Nexusダッシュボー
ド共通サイト管理に移動しました。ファブリックのアップグレードの詳細については、

Cisco APIC Installation, Upgrade, and Downgrade Guideを参照してください。

• Cisco Nexusダッシュボード導入ガイドの説明に従って、新しい Nexusダッシュボードク
ラスタを導入し、ファブリック接続を設定します。

Nexus Dashboardへのアップグレードを計画しているMSOアプリケーションを含む既存の
アプリケーションサービスエンジンクラスタがある場合は、最初に、そこで実行されて

いるMSOアプリケーションを無効にしてアンインストールする必要があります。次に、
Cisco Nexusダッシュボード導入ガイドの説明に従って、クラスタを Nexusダッシュボー
ドにアップグレードできます。

•マルチサイトオーケストレータを展開（3ページ）の説明に従って、Nexusダッシュボー
ドにMSOアプリケーションをインストールします。

同じ Nexusダッシュボードクラスタで複数のアプリケーションを共同ホストすることを
計画している場合は、クラスタサイズがファブリックサイズとアプリケーション数に基

づいて適切にスケーリングされていることを確認する必要があります。Cisco Nexusダッ
シュボードキャパシティプランニングツールは、特定のユースケースに必要なクラスタ

サイズを提供できます。MSOアプリケーションの付属をサポートするためにクラスタを
拡張する必要がある場合は、追加のワーカーノードの展開について、CiscoNexusダッシュ

ボードユーザーガイドを参照してください。

• MSOアプリケーションから管理したいすべてのサイトが Nexusダッシュボードに組み込
まれていることを確認してください。

サイト管理は、MSO UIから Nexusダッシュボードの共通サイト管理に移動されました。
したがって、サイトの追加と削除（23ページ）に説明されているように、既存の設定を
新しいクラスタに移行する前に、同じサイトと Nexusダッシュボードと同じ名前を使用し
て GUIにオンボードする必要があります。バックアップに存在するサイトが Nexusダッ
シュボードに存在しない場合、復元は失敗し、[復元前チェックに失敗しました（Pre-restore

check failed）]というエラーメッセージが表示されます。
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Nexusダッシュボードにサイトを追加した後は、MSOアプリケー
ションでそれらを[管理対象（Managed）]に設定しないでください。

バックアップから設定を復元すると、サイトの管理が自動的に有

効になります。

（注）

• MSOで構成したすべてのリモートユーザーが Nexusダッシュボードに追加されているこ
とを確認します。

ユーザー管理は、MSO UIから Nexusダッシュボードの共通ユーザー管理に移動されまし
た。そのため、Cisco Nexus Dashboard User Guideの説明に従って、同じリモートユーザー
と認証サーバーを Nexusダッシュボードに追加する必要があります。

管理者が以前にMSOで直接設定したローカルユーザーは、既存の設定バックアップをイ
ンポートすると、Nexusダッシュボードに自動的に追加されます。

既存のクラスタ設定のバックアップ
この項では、既存のクラスタの設定をバックアップする方法について説明します。

ステップ 1 既存の展開設定をバックアップします。
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a) 既存のMulti-Site Orchestratorにログインします。
b) 左側のナビゲーションペインで、[操作 (Operations)] > [バックアップと復元 (Backups & Restore)]を選
択します。

c) メインウィンドウペインで、[新規バックアップ (New Backup)]をクリックします。

[新規バックアップ (New Backup)]ウィンドウが開きます。

d) [名前 (Name)]フィールドに、バックアップファイルの名前を入力します。

名前には、最大 10文字の英数字を使用できますが、スペースまたはアンダースコア (_)は使用できま
せん。
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e) [バックアップの場所 (Bacjup Location)]を選択します。

バックアップファイルは、Orchestratorノードにローカルに保存するか、またはリモートロケーション
にエクスポートすることができます。リモートロケーションへのバックアップを選択した場合は、リ

モートロケーションがすでにMSOで構成されている必要があることに注意してください。

バックアップファイルをローカルに保存する場合は、[ローカル (Local)]を選択します。

それ以外で、バックアップファイルをリモートの場所に保存するには、[リモート (Remote)]を選択し
て次の情報を入力します。

• [リモートロケーション (Remote location)]ドロップダウンメニューから、リモートロケーション
を選択します。

• [リモートパス (Remote Path)]では、デフォルトのターゲットディレクトリのままにするか、また
はパスにサブディレクトリを追加することができます。ただし、ディレクトリはデフォルトの設

定済みパスの下にある必要があり、すでにリモートサーバで作成されている必要があります。

f) [保存（Save）]をクリックして、バックアップを作成します。

ステップ 2 既存のオーケストレータからバックアップファイルをコピーします。

リモートロケーションを使用してバックアップを作成した場合は、この手順をスキップできます。

メインウィンドウで、ダウンロードするバックアップの隣のアクション ( )アイコンをクリックし、[ダ
ウンロード (Download)]を選択します。これにより、バックアップファイルがシステムにダウンロードさ
れます。

新しいクラスタを展開して構成を復元する
ここでは、以前の設定を復元するために使用する、新しい Nexusダッシュボードクラスタと
MSOアプリケーションを展開して設定する方法について説明します。

ステップ 1 既存のMulti-Site Orchestratorクラスタを接続解除します。

新しいクラスタが展開され、構成が復元されるまで、既存のMSOクラスタを保持することをお勧めしま
す。

ステップ 2 新しい Nexusダッシュボードクラスタが稼働中であり、MSOアプリケーションがインストールされてい
ることを確認します。

MSOアプリケーションは、新規インストールで、サイトまたはポリシーの設定を変更していないものであ
ることが必要です。

ステップ 3 Nexus Dashboardの GUIにログインします。

ステップ 4 すべてのサイトが Nexusダッシュボードにオンボードされていることを確認します。
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バックアップを復元すると、MSOは、バックアップ内のすべてのサイトが、一致するサイト名とタイプで
Nexusダッシュボードに存在することを検証します。検証が失敗した場合、たとえば、Nexus Dashboardで
サイトがオンボードされていない場合、設定の復元は失敗します。再試行の前にサイトをオンボードする

必要があります。オンボーディングサイトについては、サイトの追加と削除（23ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 5 新しい Nexus Dashboardに展開されたオーケストレータクラスタにバックアップファイルをインポートし
ます。

バックアップをローカルに保存した場合は、ファイルをインポートするだけです：

a) 新しいマルチサイトオーケストレータアプリケーションを開きます。
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b) 左側のナビゲーションペインで、[操作 (Operations)] > [バックアップと復元 (Backups & Restore)]を選
択します。

c) メインウィンドウで、[インポート (Import)]をクリックします。
d) 開いた [ファイルからのインポート (Import from file)]ウィンドウで、[ファイルを選択 (Select File)]を
選択して、インポートするバックアップファイルを選択します。

バックアップのインポートは、[バックアップ (Backups)]ページに表示されたバックアップのリストに
それを追加します。

バックアップをリモートの場所に保存した場合は、そのリモートの場所を新しいマルチサイトオーケスト

レータに追加します。

a) 新しいマルチサイトオーケストレータアプリケーションを開きます。

b) 左側のナビゲーションペインで、[管理（Admin）] > [リモートロケーション（Remote Locations）]
を選択します。

c) メインウィンドウの右上隅で、[リモートロケーションの追加 (Add Remote Location)]をクリックしま
す。

[新規リモートロケーションの追加 (Add New Remote Location)]画面が表示されます。

d) 古いオーケストレータで使用したのと同じ情報をリモートロケーションに提供します。
e) [保存 (Save)]を使用して、リモートサーバを追加します。

ステップ 6 設定を復元します。
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a) 左のナビゲーションメニューから[管理者（Admin）] > [バックアップ（Backups）]を選択します。

b) メインウィンドウで、復元するバックアップの隣のアクション ( )アイコンをクリックし、[この
バックアップにロールバック (Rollback to this backup)]を選択します。

c) [はい (Yes)]をクリックして、選択したバックアップを復元することを確認します。

設定が復元されると、以前MSOで管理され、Nexusダッシュボードにオンボードされていたサイト
の、GUIでのMSO管理が有効になります。設定のバックアップにNexusダッシュボードにオンボード
されていないサイトが含まれている場合、バックアップの復元は Pre-restore check failedエラーで

失敗します。欠落しているサイトをオンボードした後に手順を繰り返す必要があります。
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設定をインポートして復元すると、いくつかのサービスが再起動されます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


